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請演1 ： 巨 ・大地震の正体と揺れ （地震動）の予測
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広く科学 に興味をもってもらうため、気軽に科学とふれあえ
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It was a good oppo代unity to look back on my life in Japan after receiving 
the request to write this article. Since the thing which is日lied by Time' 
is really fast, 2 years passed away quickly before I was aware of it 
Firstly, I want to mention about my research field. For around 18 years 
from 1992, I have studied and worked at a university and a research 
institute under the field of nuclear engineering. When I arrived here at 
October, 2008 and took the fi「st step at our i「1Stitute, it was very surprise 
that the institute belong to only a university even though it has a name 
as 'Kyoto University’had a large scale unthinkably. Such as a research 
reactor with 5 MW power level, 3 criti日I assemblies which can make a 
va「ious仁ore仁onfigurations freely, a 100 MeV proton accelerator, and so 
on, many facilities were prepared. For my research purpose, especially 
the analysis of a accelerator-driven system(ADS) which comb ines a 
subcritical system with a FFAG proton accelerator to supply additional 
neutrons as a external source, all conditions are fully furnished. 
Fortunately, I could be a witness of the world日『st ADS experiment using 
these facilities at Kyoto Unive「sity Critical Assembly. It was really 
d巴l ighted and very proud to belong to this among my whole research 
exper ience 
My Japanese life should be told in order to appreciate many people who 
gave me a lot of help; Prof. Shiroya, Prof. Misawa, Prof. Pyeon, Prof. 
Nakajima, Ms. Mikura, Ms. Taki, Mr. Takahashi, Mr. Yagi and so on. To 
conclude, I hope that everybody who read this a代icle will be as happy as 




性子捕捉療法（BNCT: Boron Neutron ζapture Therapy）のプロジ、エ
ク卜を立ち上げました。との度、小野公二先生の御蔭で、京大原子炉
実験所のBNCT治療を勉強する為に、1月から京都大学原子炉実験所
に来ています己
珊素中性子捕捉撮法は有効な癌治療手段のーっと知られおり、特
に、私が専門としている脳腫蕩の放射線治療の分野では、BN仁Tの素
晴らしい治療成績が注目されます。更に、原子力の医療応用の視点
からも、台湾でBNCTが期待されています。私は自身でも大変興味を
持っています。
熊取に来て、もう半年が経ちました。この間、粒子線腫虜学及び医
学物理の先生、更に所内の方々の御蔭で、勉強でも、生活でも、順調
に過ごすことができました。
熊取は小さい町で、少し大都市から離れていますが、大都市の生活
と比べて、私は静な生活環境が好きです。ほとんどの休日は、日本の歴
史的名所の見学をしています。日本の文化が大好きで、今まで、学会参
加、旅行などを含めて、日本に来るのは10回以上になりました 。
今回1年問、原子炉実験所に滞在しますが、BN仁Tの勉強の他に、
日本の文化、生活を深く体験したいと思います。
今後、この経験を 活用して、台湾と京都大学原子炉実験所の
BNCT、また原子力医療の交流に役だちたいと思っています。
＃／�‘、
、・，；：，
この原稿の依頼を受けた後、日本での生活を振リ返る良い機会となりまし
た。というのも、いわゆる「時間Jが過ぎるのは皐く、気が付けばあっという聞
に2年間が過ぎてしまいました。
まず初めに、私の研究分野について説明します。1992年から約18年間、私
は原子力工学分野において大学や研究機関 で研究 や仕事をしてきました。
2008年10月に初めて京都大学原子炉実験所に来たとき、この名称にはとて
も大きな規模である意味する京都大学という名前が含まれているけれども、
ζの研究機関が京都大学だけに属していることにとても驚きました。SMW出
力の研究炉、様々な炉心体系が可能な臨界集合体実験装置、100MeV陽子
加速器など、多くの施設がとこにはあります。私の研究、持lζ未臨界炉心と外
部中性子漉として利用するFFAG加速器を組み合わせた加速器駆動来臨界
炉システム（ADS）の研究に関して、全ての条件がζの研究機関には備わって
います。幸運にも、京都大学龍界集合体実験装置（KUCA）において世界 初の
ADS実験に立ちあうととができました。とれは私の研究人生において本当に
喜ばしく、とても誇りに思っています。
日本での生活は、多くの助けを与えてくれた人lζ感謝するととなしに語る
ことはできません；代谷教授、三浬教揮、下助
教、中島教授、三倉吉ん、瀧さん、高橋古ん、八
木さん、その他の方。最後に、との原稿を読ん
だ全ての人が幸せになるととを願っています。
（翻訳：エネルギー科学研究科・三津研究室・
博土後期課程3回生・八木貴宏）
林栽取（りむじえよん） 1973年4月生まれ
出身：範囲ソウル市
？ 事
